
誰もが気軽に参加できる場を増やしていこう！！
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日　時：平成 25 年 2 月 9 日（土） 受付開始 午後 0 時 30 分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　開　　会 午後 1 時

会　場：狭山市市民会館 小ホール

狭山市社協だより　ふれあい No.139

明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
法
人 

狭
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長
　
三
ツ
木
住
男

皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
平
成
25
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
会
員
会
費
や
共
同
募
金
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
温
か
い
ご
支
援
と
、

地
域
福
祉
、
在
宅
福
祉
の
推
進
に
力
強
い
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
社
協
で
は
昨
年
２
月
に
「
第
2
期
狭
山
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
発

表
し
、「
暮
ら
し
を
支
え
あ
い
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
活

動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
様
々
な
活
動
の
中
か
ら
3

つ
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
①
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が

い
者
の
皆
さ
ん
の
権
利
を
守
る
法
人
成
年
後
見
事
業
　
②
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

の
一
環
と
し
て
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
活
用
す
る
事
業
　
③
災
害
に
備
え

て
の
人
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
目
指
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
を

地
域
と
協
働
し
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
の
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
非
常
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
、
ま
た
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
、
地
域
課
題
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
伴

い
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
の
在
り
方
と
し
て
公
的
機
関
や
市
民
の
協
働
に
よ
る
仕

組
づ
く
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
取
組
の
変
革
期
に
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
社
協
は
誰
も
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
営
ま
れ
る
よ
う
課
題
解
決

の
要
と
し
て
、
そ
の
使
命
を
全
う
し
、
様
々
な
状
況
の
中
で
も
し
っ
か
り
と
、
そ

の
役
目
を
果
た
せ
る
よ
う
鋭
意
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
社
協
の
活

動
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
皆
様
が
ご
健
勝
で
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

第33回 社会福祉大会

広げよう 地域ぐるみで福祉の輪

▲ 式典の様子

手話通訳、
要約筆記あり

　社会福祉大会は、狭山市の社会福祉の発展に功績のあった個人、団体を顕彰するとともに、市内の社会福祉
関係者等が一堂に集い、相互の連携を深め、福祉活動の更なる普及と充実を図ることを目的として開催されます。

長年にわたり、社会福祉協議会の運営・事業協力者や、地域福祉に貢献の
あった方々へ感謝を込めて表彰式を行います。

障害のある人の人生と生活を支えていくために
～地域生活支援と権利擁護の視点から～
講師：堀江まゆみ 氏（白梅学園大学教授、障害者の権利擁護と成年後見を
　　　　　　　　　　 進める　NPO 法人「PandA －Ｊ」代表）

太鼓演奏　　奏者：狭山手をつなぐ親の会　太鼓クラブ「鶴の子会」

　第 1 部：式　典

　第 2 部：講　演

　第 3 部：アトラクション
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　6 月から会員募集を自治会等のご協力によ
り、すすめてきました。
　市民の皆様、各団体や企業の方々の温かいご
理解とご賛同をいただ
き、厚くお礼申し上げま
す。皆様から寄せられた
会費は、市内の様々な福
祉活動の財源として使わ
れています。

地域福祉を支える社会福祉協議会
会員会費

ご協力ありがとう
ございました

地　区 件　数 金額（円）
入間川東 655 547,500
入間川 751 524,000
富士見 574 461,500
入曽 1,414 1,039,500
堀兼 989 794,000
奥富 829 498,500
柏原 762 616,500
水富 1,451 1,115,000
新狭山 140 209,500
狭山台 408 337,500
その他 427 572,000
合計 8,400 6,715,500

狭山市社協だより　ふれあい No.139

ボランティアグループ　綾の会
厚生労働大臣表彰

厚生労働大臣表彰とは…
福祉分野等のボランティア
活動を永年率先して行って
いる者で、功績が特に顕著
であり、他の模範になると
認められた方に行われます。

「綾の会」の活動について
昭和 52 年に発足。
視覚障害者ガイドヘルプ・心身障害者の話し相手・
一人暮らし高齢者への友愛通信、電話、友愛訪問
などで 36 年間活動をしている。

「綾の会だより」の発行
毎月第１・３木曜日　定例会　午前 10時～
社会福祉会館で活動しています。
狭山市ボランティアセンターまでお問い合せください。
TEL：2954-0294

平
成
二
十
四
年
度

　
埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会

　
　
　
　
受
賞
者
の
み
な
さ
ま

　
埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会
は
、
県
内
の
社
会
福
祉

の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
と
と

も
に
、
県
内
の
社
会
福
祉
関
係
者
が
集
い
、
相
互

の
連
携
を
深
め
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
課
題
の
解

決
に
向
け
た
決
意
を
新
た
に
し
、
福
祉
活
動
の
更

な
る
普
及
と
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
大
会
で
す
。
市
内
の
受
賞
者
の
み
な
さ
ま
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

【
順
不
同
・
敬
称
略
】

埼
玉
県
知
事
表
彰

　〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア《
個
人
・
団
体
を
含
む
》〉

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

く
る
み

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

入
間
川
九
十
会

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会
会
長
表
彰

　〈
社
会
福
祉
協
議
会
職
員 

〉

　
　
田
渕
隆
史

　〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
個
人
・
団
体
を
含
む
）〉

　
　
益
子
和
子
、
緑
川
澄
子
、
岡 

ナ
ツ
ヱ

　
　
津
田
ミ
ヤ
、
野
口
美
枝
子
、

　
　
宮
川
輝
子
、
佐
々
木 

美
喜
子
、

　
　
馬
場
誠
子
、
田
淵
玲
子
、
神
津
悦
子

埼
玉
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　〈
多
額
寄
付
者
〉

　
　
航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
隊
員
一
同

　
　
本
田
技
研
労
働
組
合
埼
玉
支
部

【平成 24 年度 会員会費実績状況】
平成 24 年 12 月末日現在

おめでとう
　ございます
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会議室 № 時間 活動内容 ボランティアグループ登録団体・発表者 発足年 備考

大会議室

10：00-10：15 開会式
1 10：15-10：30 点訳、福祉教育指導 すみれ S50 厚生労働大臣表彰受賞
2 10：30-10：45 傾聴を中心とした高齢者施設のお手伝い チョボラの会 H18
3 10：45-11：00 高齢者施設の手伝い、災害ボランティア 狭山市赤十字奉仕団 S55 埼玉県知事表彰受賞
4 11：00-11：15 病院送迎、植木剪定、手すり取付け等 入間川九十会 H9 埼玉県知事表彰受賞
5 11：15-11：30 福祉教育指導、SSCC 開催など施策提言 狭山市の高齢社会を考える会 H12
6 11：30-11：45 ガイドヘルプ、福祉教育指導 彩の道 H11
7 11：45-12：00 高齢者施設の手伝い たんぽぽ S63

12：00-13：00 昼休み
8 13：00-13：15 点訳、福祉教育指導、視覚障害者との交流 葦の会 S53 厚生労働大臣表彰受賞

第２

会議室

9 13：15-13：30 広報紙の音訳、対面朗読 狭山朗読グループ S55 埼玉県知事表彰受賞
10 13：30-13：45 手話を通じた聴覚障害者交流支援 狭山市手話サークル S53 埼玉県知事表彰受賞
11 13：45-14：00 精神障害者の支援 オードリー H15
12 14：00-14：15 布のおもちゃづくり 小さな手 S58 埼玉県知事表彰受賞
13 14：15-14：30 小学生対象レク、高校生から２０代のボランティアグループ くるみ H8 埼玉県知事表彰受賞
14 14：30-14：45 障害者施設でお手伝い、福祉教育指導 ポケット H10
15 14：45-15：00 高齢者施設、精神障害者施設のお手伝い たけのこの会 S61 埼玉県知事表彰受賞

第１

会議室

16 15：00-15：15 高齢者施設の手伝い 福寿草会 S52 緑綬褒章受章
17 15：15-15：30 点訳、福祉教育指導 虹の会 S55 埼玉県知事表彰受賞
18 15：30-15：45 老後の問題研究、高齢者施設手伝い、施設喫茶 狭山老後を考える会 S59 埼玉県知事表彰受賞
19 15：45-16：00 高齢者施設での傾聴活動、１人暮らし高齢者宅訪問 ピア・さやま H17
20 16：00-16：15 話し相手、ガイドヘルプ 綾の会 S52 厚生労働大臣表彰受賞

大会議室 16：15-16：30 閉会式

★お礼★
前号でお知らせした「野菜作
り、畑仕事ボランティア」は、
9 名の方々が集まりました。
書道ボランティアは、2 か所

で活動を始めています。
ご協力ありがとうございました。

★ボランティアの募集しています★
高齢者施設にて
　♥囲碁、将棋の相手をしてくださる方
　♠手芸、編み物を教えてくださる方
精神障がい者の施設にて
　♣英会話を教えてくださる方

　問合せ先 2954-0294

狭山市社協だより　ふれあい No.139

平成 25 年 2 月 2 日（土）
午前 10 時 00 分～午後 4 時 30 分

狭山市社会福祉会館 3 階会議室
氏名と連絡先及び参加の時間帯を電話、メール（daihyou@sayama-shakyou.or.jp）、
FAX（2954-4343）もしくは直接来館してお伝えください。

日　時

場　所

申込み

ボランティアセンター登録グループ活動発表会（ポスターセッション）日程表

▲ 収穫時が楽しみですね！

出
入
り
は
自
由

で
す
。

お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

これから何かしたいあなた…
地域ではじめてはみたもののうまくいかないあなた…

そうだ！ボランティア達人に会いに行こう！！
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救急医療情報キットの配布について
狭山市にお住まいの75歳以上のひとり暮らし高齢者を対象として、かかりつけ医療機関、
持病等その他救急時に必要な情報を記入した救急医療情報キットを配布していきます。
今後、自治会、民生委員・児童委員のご協力のもと、支部社会福祉協議会を通じて配布
していく予定です。
※＜救急医療情報キット＞とは…「かかりつけ医」「服薬情報」「持病」などの医療情報や、「診察

券（写）」「健康保険証（写）」などの情報を専用の容器に入れ、
自宅の冷蔵庫に保管しておくことで、緊急時の迅速な救急活動
に役立てるものです。

老人福祉センター利用者満足度アンケート調査結果
社会福祉協議会が管理・運営する老人福祉センター「宝荘」「寿荘」「不老荘」の各館で、利用
者を対象にサービスの向上、満足度の向上に努めるためアンケート調査を実施いたしました。

【調査期間】平成 24 年 7 月 1 日～ 7 月 20 日　【回答数】3 館で 436 名

貴重なご意見・要望をいただきました。より良い老人福祉センターとするため更なるサービス
の向上に努めてまいります。ご協力いただきありがとうございました。

Q1：施設内の雰囲気や
快適性について

Q2：館内外の美観や清
掃状態について

Q3：職員の応対について

※ 3 館の平均値

満足度

73％
満足度

82％
満足度

88％
静観、

緑が多い、
空気が

美味しい
など

整理整頓、
良好、
清潔感

など

笑顔、親切
など

平成 24 年 9 月 20 日～平成 24 年 12 月 14 日（順不同・敬称略）

（社会福祉寄付金）	 （単位：円）

西武学園文理高等学校インターアクトクラブ 122,825 
田中光世 150,000 
狭山市シルバー人材センター不法投棄監視グループ一同 27,490 
韓国食堂　コチュ　　　　 3,700 
堀兼ゴルフ協会 57,000 
狭山富士見台幼稚園昭和 61 年度役員 20 人会 9,633 
橋本勇美 5,369 
奥富ばらの会 10,000 
狭山市魚商組合 10,000 
狭山台ボランティアきらく会 10,000 
立川佐久子 10,000 

（有）狭山台薬局　　　　　　　　　　　　　 27,830 
ＪＡいるま野女性部堀兼支部 30,000 
陽だまり担手一同 5,000 
金子美洋子 10,000 
福寿草会 20,000 
水富第 8 区自治会 47,011 
狭山市赤十字奉仕団 6,000 
匿名（13 件） 575,019 

（物品寄付）
板橋葉子 古切手

笹目君子 古切手、書籍

杉本知加江 お手玉、
介護エプロン等

大仲　馥子 古切手

朝日航洋（株） 古切手

（有）狭山台薬局 古切手

パイオニアファインテック（株）古切手

乳井由貴子 浴衣

山崎勝栄 使用済カード

匿名

古切手、切手、
外国貨幣、カード、
非常食（カップ麺、
缶詰等）、衣類、
尿とりパット、
和テーブル

 温かいまごころ  ありがとうございました
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入
間
川
支
部
通
信
員

　

國
森　

孝
行

富
岡　

利
男

「
み
ん
な
で
支
え
つ
く
る
、

鵜
ノ
木
祭
り
」

　

ち
ょ
っ
と
季
節
は
ず
れ
で
す
が
、
こ
の
夏
に
体
験
し
た
、
地

域
住
民
だ
け
の
、
大
き
な
夏
祭
り
に
つ
い
て
の
話
し
を
し
ま
す
。

こ
の
夏
祭
り
は
、
30
年
ほ
ど
前
に
、
鵜
ノ
木
地
区
の
自
治
会
が

「
み
ん
な
で
支
え
あ
い
、
助
け
合
う
地
域
」
を
目
指
し
て
、
地

域
住
民
に
よ
る
「
夏
祭
り
」
と
し
て
始
ま
り
、
今
で
は
、
鵜
ノ

木
の
7
つ
の
自
治
会
の
皆
さ
ん
が
一
致
団
結
に
よ
り
、
協
力
し

て
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
祭
り
は
、
鵜
ノ
木
愛
宕
神
社
（
鎮
守
社
）
に
奉
納
さ

れ
る
、
市
の
無
形
民
族
文
化
財
「
鵜
ノ
木
囃
子
」
を
乗
せ
た
山

車
が
地
元
の
子
ど
も
達
に
曳
か
れ
、
2
キ
ロ
ほ
ど
の
道
程
を
1

時
間
半
ほ
ど
、
か
け
て
、
夏
祭
り
会
場
に
到
着
し
、
こ
れ
を

待
っ
て
、
夏
祭
り
の
本
番
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
途
中
の
休
憩

所
（
4
カ
所
）
で
は
、
飲
み
物
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
等
で
、
涼

を
と
り
な
が
ら
、
曳
き
手
の
子
ど
も
達
と
大
人
達
の
交
流
で
祭

り
を
楽
し
み
、
一
方
、
祭
り
会
場
で
は
、
盆
踊
り
の
櫓
を
囲
む

よ
う
に
自
治
会
や
民
生
・
児
童
委
員
な
ど
の
夜
店
が
並
び
、
本

部
席
に
は
、
す
こ
や
か
推
進
員
に
よ
る
体
力
測
定
の
他
、
寿
会

席
（
敬
老
専
用
席
）
も
用
意
さ
れ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
ゲ
ー
ム

に
興
じ
る
子
ど
も
達
、
盆
踊
り
を
楽
し
む
老
若
男
女
、
そ
し
て
、

敬
老
席
か
ら
、
こ
れ
ら
を
眺
め
て
い
る
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば

あ
さ
ん
、
こ
こ
ろ
和
む
、
夏
祭
り
の
風
情
を
見
て
き
ま
し
た
。

堀
兼
支
部
通
信
員

志
村　

公
男

髙
橋　

照
子

登
校
児
を
見
守
る
横
尾
さ
ん

　

朝
の
7
時
42
分
。
新
狭
山
駅
南
口
の
交
差
点
は
通
勤
、
通
学

の
自
動
車
・
自
転
車
・
バ
イ
ク
・
歩
行
者
の
往
来
が
、
と
ど
め

な
く
続
い
て
い
る
。
東
三
ツ
木
交
差
点
方
面
か
ら
横
尾
さ
ん
が
、

長
年
、
誇
り
を
持
っ
て
勤
め
上
げ
た
会
社
の
帽
子
を
か
ぶ
り
旗

を
持
ち
、
新
狭
山
小
学
校
に
登
校
す
る
子
ど
も
達
の
横
に
、
後

に
な
り
な
が
ら
、
歩
い
て
く
る
。《
コ
ン
ビ
ニ
》
前
の
信
号
で

子
ど
も
達
の
先
頭
に
立
ち
、『
交
差
点
と
言
う
の
は
信
号
を
見

て
渡
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
青
に
な
っ
た
か
ら
渡
る
ん
じ
ゃ
な
い
。

信
号
を
見
て
、
車
が
来
て
な
い
。
止
ま
っ
た
事
を
確
認
し
て
か

ら
渡
る
も
の
だ
』
と
言
い
聞
か
せ
、
横
断
歩
道
に
出
て
、
大
鷹

の
よ
う
に
旗
と
手
を
広
げ
、
渡
る
子
ど
も
達
を
見
守
る
。
2
つ

以
上
の
班
を
見
守
り
そ
の
ま
ま
、
後
尾
の
児
童
と
一
緒
に
学
校

ま
で
行
く
。

　

も
う
6
年
近
く
続
い
て
い
る
。
雨
、
風
の
日
、
犬
に
手
を
噛

ま
れ
た
日
も
。『
き
っ
か
け
は
孫
が
入
学
し
、
安
全
を
考
え
て
』

『
や
っ
て
て
良
か
っ
た
。
居
て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
の
は
、
信

号
が
青
に
な
り
、
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
歩
行
者
を
、

無
視
し
て
突
っ
走
る
1
台
の
車
、
こ
の
車
は
止
ま
り
そ
う
も
な

い
な
と
直
感
し
た
。
向
か
い
側
に
い
る
班
の
班
長
の
男
子
が
1
、

2
歩
踏
み
出
し
た
。「
戻
れ
！
止
ま
れ
！
」大
き
な
声
で
叫
ん
だ
。

飛
び
上
が
っ
て
よ
け
た
。

事
故
を
防
げ
た
。
男
の

子
の
安
堵
し
た
表
情
。

鮮
明
に
覚
え
て
い
る
』

　

東
京
で
生
ま
れ
、
終

戦
後
、
神
田
で
少
年
時

代
を
過
ご
し
た
横
尾
さ

ん
。
毎
日
接
し
て
い
る

子
ど
も
達
に
対
し
て
、

各
々
の
性
格
が
あ
り
、

将
来
が
楽
し
み
。
地
元

で
生
活
し
て
ほ
し
い
。

と
思
っ
て
い
る
。

▲ 伝統の数々

▲ 7 時 42 分の仕事人

▲ 交流の終焉は盆踊りで！ 

♥ふれ  あいみ～つけたみ～つけた
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柏
原
支
部
通
信
員

木
下　

英
一

後
藤　

照
雄

今
日
は
楽
し
い慰問

会
で
し
た

　

各
地
域
の
敬
老
会
も
一
段
落
し
た
10
月
6
日
、
敬
老
会
に
出

席
で
き
な
か
っ
た
方
々
を
慰
問
す
る
と
聞
い
て
、訪
問
先
の
「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
お
る
狭
山
」
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。「
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
か
お
る
狭
山
」
は
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施

設
で
今
年
の
6
月
に
開
設
し
た
ば
か
り
と
の
こ
と
、
現
在
17
人

の
方
が
生
活
を
共
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

当
日
は
、
地
元
の
広
瀬
6
区
の
方
々
が
昼
食
を
共
に
し
、
午

後
か
ら
三
味
線
の
演
奏
、
マ
ジ
ッ
ク
、
民
踊
な
ど
を
ご
披
露
、

入
居
者
の
み
な
さ
ん
が
ロ
ビ
ー
に
集
ま
っ
て
一
緒
に
手
拍
子
や

唱
和
を
し
た
り
と
、
と
て
も
和
や
か
に
楽
し
そ
う
に
観
覧
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
は
「
共
同
で
作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
認
知

症
の
改
善
を
図
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
週
に
1
回
は
全
員
で
自

分
た
ち
の
夕
食
を
作
っ
て
食
べ
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
自
主
性
を

重
視
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
こ
は
全
員
個
室
で

起
床
消
灯
も
自
主
的
に
守
り
、
特
に
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
皆
さ
ん

日
ご
と
に
快
方
に
向
か
っ
て
い
る
の
が
分
か
っ
て
嬉
し
い
と
山

下
事
務
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
業
務
に
携
わ
っ
て
努
力
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の

ご
苦
労
、
ま
た
慰
問
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
お
心
遣

い
に
爽
や
か
な
気
持
ち
で
お
別
れ
し
て
き
ま
し
た
。

「
お
く
と
み
茶
話
会
」が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

秋
の
日
差
し
が
心
地
よ
い
11
月
8
日
（
木
）、
奥
富
公
民
館

で
「
お
く
と
み
茶
話
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
地
域
の
高
齢
者
に
地
産
の
食
事
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
催
し
で
す
。

　

当
日
は
高
齢
者
42
名
に
加
え
、
狭
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

奥
富
支
部
の
役
員
、
担
い
手
で
あ
る
奥
富
地
区
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
推
進
委
員
の
み
な
さ
ん
な
ど
総
勢
90
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
秋
の
収
穫
と
参
加
者
の
健
康
を
祝
っ
て
赤
飯
が
用

意
さ
れ
ま
し
た
。
赤
飯
は
担
い
手
さ
ん
た
ち
が
早
朝
か
ら
手

作
り
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
、
45
㎝
も
あ
る

プ
ロ
仕
様
の
寸
胴
鍋
に
は
前
日
か
ら
準
備
さ
れ
た
「
け
ん
ち

ん
汁
」
が
出
番
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
み
な
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
食
べ
る

と
お
い
し
い
で
す
ね
」「
毎
回
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
ん
で
す

よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
は
、「
マ
ジ
ッ
ク 

ト
ト
ロ
」
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

と
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

　

あ
る
女
性
は
、「
楽
し
か
っ
た
の
で
、
今
度
は
、
ご
近
所
さ

ん
も
誘
っ
て
き
ま
す
」
と
足
取
り
も
軽
く
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

奥
富
支
部
通
信
員

岩
崎　

利
江

米
田　

香
子

▲ 驚きの連続！マジックショー

▲ 三味線の美しい音色に感動！

▲ おいしさと楽しさを満喫！

♥ふれ  あいみ～つけたみ～つけた
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日程などの変更の可能性もありますので、詳細やお申込は ･･･
狭山市社会福祉会館　老人福祉センターへお問い合せください。

社会福祉協議会より、お知らせと生活に役立つ情報

狭
山
市
役
所
と
の
共
催
事
業
案
内

狭
山
市
地
域
の
つ
な
が
り
と
支
え
合
い
を
考
え
る
集
い

日
時　

1
月
20
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
4
時
ま
で

場
所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
1
階

コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
ホ
ー
ル

内
容　

第
１
部

新
た
に
地
域
デ
ビ
ュ
ー
し
よ
う
と
す
る
皆
さ

ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

第
2
部

地
域
福
祉
活
動
実
践
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

対
象
者　

地
域
福
祉
に
関
心
・
興
味
の
あ
る
方

定
員　

200
名

「オアシス作業所の感謝祭へ」

　

水
富
地
区
に
あ
る
、

心
身
障
害
者
の
た

め
の
作
業
所
「
オ

ア
シ
ス
」
の
感
謝

祭
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

オ
ア
シ
ス
作
業

所
は
、
地
域
に
開

か
れ
た
交
流
の
場

と
し
て
も
、
馴
染

ん
で
い
ま
す
。
感

謝
祭
へ
も
、
多
く

の
方
々
が
足
を
運

ん
で
い
ま
し
た
。

　

開
会
は
、
元
気
な
太
鼓
に

合
わ
せ
て
、
踊
り
や
手
拍
子

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
会
場
内
で
は
、

手
打
ち
蕎
麦
や
、
ひ
じ
き
ご

は
ん
、
野
菜
、
焼
き
鳥
、
な

ど
な
ど
美
味
し
い
物
が
た

く
さ
ん
販
売
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
め
だ
ま
は

…
何
と
！
手
作
り
の
釜
戸

で
焼
い
た
、
ピ
ザ
で
す
。
美

味
し
そ
う
な
に
お
い
に
誘

わ
れ
て
、
こ
こ
ろ
も
お
腹

い
っ
ぱ
い
に
ご
ち
そ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。「
ご
ち

そ
う
さ
ま
で
し
た
～
」

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
行
事
案
内

健
康
相
談

　

看
護
師
が
血
圧
測
定
等
を
お
こ
な
い
、
健
康
面
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

宝
荘　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分
（
毎
週
水
・
木
曜
日
）

寿
荘　

午
前
11
時
～
午
後
1
時
（
毎
週
水
曜
日
）

午
後
1
時
～
午
後
3
時
（
毎
週
金
曜
日
）

不
老
荘   

午
前
10
時
30
分
～
午
後
1
時
30
分
（
毎
週
月
曜
日
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分
（
毎
週
土
曜
日
）

行
政
書
士
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談（
不
老
荘
の
み
で
実
施
）

　

行
政
書
士
が
遺
言
や
相
続
、後
見
制
度
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

不
老
荘   

毎
月
第
一
木
曜
日　

午
後
1
時
〜
午
後
3
時

　
※
い
ず
れ
の
相
談
も
、
対
象
者
60
歳
以
上
の
方
。
利
用

料
は
無
料
。
申
込
み
不
要
。
各
館
の
実
施
日
に
お
気

軽
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

宝　

荘　

2
9
5
2 

ー 

7
7
7
7

寿　

荘　

2
9
5
9 

ー 

7
2
4
1

不
老
荘　

2
9
5
7 

ー 

3
5
0
2

そ
の
他
の
事
業
案
内

身
体
障
害
者
の
た
め
の
無
料
運
転
教
習

　

18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
が
就
職
の
た
め
に
自
動
車
運

転
免
許
証
を
取
得
す
る
場
合
、
所
定
の
教
習
費
が
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、
公
共
職
業
安

定
所
に
求
職
登
録
を
し
、
運
転
免
許
試
験
場

の
適
性
審
査
に
合
格
し
、
当
セ
ン
タ
ー
が
入

所
を
認
め
た
人

期
間　

入
所
日
は
1
、
4
、
7
、
10
月
の
各
月
初
め

で
、
訓
練
期
間
は
3
ヶ
月
間

定
員　

各
期
25
名

問
合
せ　

身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
通
称 
東あ
ず
ま
え
ん園
）

電　

話  
0
4
8 

ー 

4
8
1 

ー 

2
7
1
1

F
A
X  

0
4
8 
ー 

4
8
1 

ー 

6
5
7
8

法
律
相
談

　

弁
護
士
に
よ
る
相
談
を
毎
月
1
回
（
第
3
金
曜
日
、
祝

日
の
場
合
は
お
休
み
）
に
実
施
し
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

相
談
日　

1
月
18
日（
金
）・
2
月
15
日（
金
）・
3
月
15
日（
金
）

時
間　

午
後
2
時
～
4
時
（
無
料
）

場
所　

社
会
福
祉
会
館

災
害
義
援
金
を
受
付
し
て
い
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
義
援
金
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支

援
す
る
た
め
の
義
援
金
を
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で

受
付
い
た
し
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、
埼
玉
県
共
同
募
金
会
を

通
じ
て
、
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
募
金
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

15

▲ 釜戸で最高のピザを！

社
協
だ
よ
り「
ふ
れ
あ
い
」は
、
皆
様
か
ら
の
会
員
会
費
・

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
の
一
部
を
活
用
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。
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